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晋
山
式
の
準
備
状
況
に
つ
い
て 

 

来
年
十
一
月
三
日
、
四
日
に
控
え
た
晋

山
式
に
つ
き
ま
し
て
、
昨
年
よ
り
五
回
に

渡
り
準
備
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
後

さ
ら
に
実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
す
で

に
五
回
の
会
議
が
持
た
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
間
、
寄
附
も
順
調
に
お
集
め
い
た

だ
き
、
仏
具
法
衣
な
ど
の
修
繕
も
整
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
一
年
半
後
の
行
持
に
向

け
て
、
遺
漏
な
き
よ
う
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。 

釈
尊
涅
槃
図
の
修
繕
に
つ
い
て 

 

当
山
所
蔵
の
釈
尊
涅
槃
図
に
つ
き
ま

し
て
、
本
年
度
に
入
り
恵
那
市
よ
り
修
繕

の
許
可
を
受
け
、
現
在
、
関
市
・
松
月
堂

栗
田
表
具
店
に
修
繕
に
出
し
て
お
り
ま

す
。
修
繕
費
用
に
つ
い
て
は
、
出
光
文
化

福
祉
財
団
と
、
一
部
恵
那
市
よ
り
補
助
を

受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
本
年
末
に

完
了
し
、
来
年
の
涅
槃
会
に
は
新
し
い
お

姿
で
お
祀
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
予
定

で
す
。 

 

行
事
予
定 

◎
山
門
施
食
会
お
よ
び
総
会
の
ご
案
内 

 
 
 

 

例
年
の
よ
う
に
施
食
会
法
要
と
総
会

を
、
左
記
の
と
お
り
執
り
行
い
ま
す
の
で
、

ご
参
拝
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。 

 
 

期
日 
七
月
二
十
日
（
木
） 

 
 

場
所 
自
法
寺 

本
堂 

 

日
程 

午
前
十
時
〜
施
食
法
要
・
特
別

供
養 

十
一
時
〜
総
会
・
予
算
・
決
算
の

承
認
と
報
告
・
晋
山
式
準
備
状
況
に
つ
い

て
・
昼
食 

 

※
特
別
供
養
は
、
七
月
三
日
（
月
）
ま
で

に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

 

供
養
料 

一
霊
壱
万
円
（
塔
婆
代
込
） 

◎
そ
の
他
の
予
定 

 

（
十
一
月
ま
で
） 

お
盆
の
棚
経 

八
月
十
三
日
（
日
）
町
外
檀
家
各
家 

八
月
十
四
日
（
月
）
町
内
新
盆
各
家 

八
月
十
五
日
（
火
）
愛
知
県
下
檀
家
各
家 

※
時
間
は
別
送
の
ハ
ガ
キ
に
て
ご
案
内 

秋
の
彼
岸
経 

九
月
二
十
日 

（
水
） 

五
明
・
南 

九
月
二
十
一
日
（
木
） 

杉
の
沢 

九
月
二
十
二
日
（
金
） 

福
原
尾 

九
月
二
十
四
日
（
日
） 

沢
尻 

 

※
周
り
順
は
例
年
ど
お
り 

秋
の
恵
那
三
十
三
観
音
霊
場
巡
り 

 

十
月
十
二
日
（
木
）
〜
十
八
日
（
水
） 

※
当
寺
の
観
音
巡
拝
は
十
四
日
（
土
）
の

予
定
。
周
回
記
念
表
彰
を
申
請
な
さ
る
方

は
、
早
め
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 
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